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研究成果の概要（和文）：　ミャンマー中央部の中新世後半～鮮新世のイラワジ層を主対象に、霊長類を含む陸
生脊椎動物化石の発掘・地質調査をおこない、同地域における霊長類を含む化石動物相の変遷過程を明らかにし
た。その結果、後期中新世の中頃にミャンマー中央部において急激な陸棲動物相の変化が生じていることを明ら
かにし、その原因が世界的な乾燥化とそれにともなう草原化にある可能性が高いことを指摘した。
　また中国南部の広西壮族自治区の更新世洞窟堆積物から発見された霊長類遊離歯化石の解析を行い、同地域で
は前期更新世の段階で複数の霊長類が同所的に生息していたことを示し、その構成要素が更新世を通じて急激に
変化したことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We made paleontological and geological field works at the Late Miocene to 
Late Pliocene Irrawaddy sediments in central Myanmar, and found numerous vertebrate fossils 
including many primate fossils. As the result we elucidated that abrupt changes of the land mammal 
fauna during the Late Miocene probably because of the global aridification and expanding of 
grassland around 8 Ma.
On the other hand, we analyzed the numerous isolated teeth discovered from the 14 Pleistocene cave 
deposits of the Guangxi Province, southern China, and revealed that multiple primate taxa were 
sympatrically distributed there since the Early Pleistocene and that the primate fauna changed 
drastically during the Middle to Late Pleistocene.

研究分野： 古霊長類学
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１．研究開始当初の背景 
	 現在アジア地域に生息する狭鼻猿類はヒ
ト上科（ホミノイド類）とオナガザル上科（旧
世界ザル類）の二つのグループからなるが、
その起源は中期中新世のアフリカ大陸にあ
る。彼らは後期中新世にユーラシア大陸に進
出し、北方のヨーロッパに進出したグループ
と、ユーラシアを東進してアジア地域に広く
分布したグループに分かれている。こういっ
たアジアの霊長類その拡散時期と拡散経路
は各系統ごとに大きく異なっており、それが
現生のアジア産霊長類の複雑な分布パター
ンを生み出している。 
	 このようなアジア産霊長類の複雑な進化
史を解明するためには、拡散経路の重要な中
間地点である東南アジア大陸部の新第三紀
後半の化石の産出状況の解析が重要である。
こういった学術的な背景の下、重要な化石が
次々と見つかっているミャンマー中部での
古生物学的調査が注目されつつある。 
 
２．研究の目的 
	 現在アジア地域に生息する狭鼻猿類（ホミ
ノイド類と旧世界ザル類）は、中期中新世以
降にアフリカ大陸からユーラシア大陸に進
出し、ユーラシアを東進して拡散してきた。
しかしその拡散時期と拡散経路は、現生のア
ジア産霊長類の複雑な進化史を反映してお
り、分類群によって異なっている。最近の研
究では、中期中新世にヒマラヤ山脈南麓の南
アジア地域を経由して東進したと考えられ
ているホミノイド類（類人猿）に対し、旧世
界ザル類にはヒマラヤ山脈の北側の「北方経
路」をたどってアジア東部に到達したグルー
プがいることが分かってきた。 
	 本研究では、こういった東アジア地域の現
生霊長類相の成立過程（拡散時期と拡散経
路）を、第三紀後半〜第四紀の化石記録に基
づく古生物学的手法で解明する。 
 
３．研究の方法 
	 ミャンマー中央部の後期中新世〜中期更
新世のイラワジ層を対象に、霊長類を含む陸
生脊椎動物化石の発掘と地質調査をおこな
う。具体的には、（１）中期中新世末、（３）
後期中新世初頭、（３）中新世末、（４）後期
鮮新世、の４つの年代の地層を対象に古生物
学的調査を行い、霊長類を含む動物化石の同
定と出土状況の解析をおこなう。 
	 またミャンマー中部にあるポッパ山周辺
の火山岩の調査を行い年代測定を行う。ポッ
パ山周辺の火山性の堆積層とイラワジ層と
の層序関係を明らかにすることにより、化石
を産出しているイラワジ層の年代推定を行
う。 
 
４．研究成果 
	 ミャンマー中央部での古生物学的調査と
地質調査の結果、いくつかの重要な化石を発
見した。そのひとつは、マグウェー市近郊の

テビンガン地域においてみつかった後期中
新世初頭（約 800万年前）と見られるホミノ
イド類の化石である。この化石の解析は現在
進行中であるが、南アジアのシワリク層から
見つかっていたシバピテクス Sivapithecus に
似ているが、これまで見つかっていた標本に
は見られない特徴が存在していることもわ
かってきた。 
	 またミャンマー中部から見つかった各年
代の動物化石相を詳しく解析したところ、後
期中新世の前半と後半で大きく動物相の構
成要素が異なることがわかってきた。これは
後期中新世の中頃（約 700万年前）に世界的
な乾燥化と草原化が進行し、その結果急激な
動物相の変化（ターンオーバー現象）が生じ
たと考えられる。現在、ポッパ山周辺の火山
性堆積物から得られた放射性絶対年対値と
対比しながら、詳細な状況を解析中である。 
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